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1. 地直しは被服 構成において非常に大切な仕事であ

るが アイロンがけによっ て地直しをする場合ど のよ うな

かけ方をすれば最 も効果的 であるかは明確にされていな

い。本研究は地直し のうち の縮絨につい てどのよ うな条

件 のもとで， どのよ うな方 法です るのが最 も効果的 であ

るかを明らかにす ることを目的 とする。

2.    （1） スチームアイ ロンを直接布 にかけ た場合,（2）

湿布 を試 料布 の上 にあて，ドライアイロンをかけ た場合，

（3）霧吹きをし てからドライアイロンをかけた場合， 以

上３種の場合につい て

印 スチ ームアイロンは スチ ーム噴出量 の異なるものを

２種 ㈲ ドライ アイ ロンは重量の異なる ものを２種,㈲

湿布は 水分 の多い場合 と 少ない場合, (4 霧吹きの量 の

多い場合 と少ない場 合 團 アイ ロンがけ の時間 の長い場

合 と短い場 合，これら の条 件を 組 み合わせて12 通 りの

実験を行なった。

3.    （1）（2) （3） の３種 の場 合のうちでは （3） の場

合 が縮絨 につい ては最 も効果 がある。特 に収縮率 の高い

地質 はこ の傾向が明らかである。 スチームアイ ロンにお

け るスチ ームの量，湿布 の水 の量，霧 吹きの水 の量 の多

少による影響は顕著ではない。 アイロンの重量による影

響 とアイ ロン時 間の多 少による影響が認められた。


